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当社株式の「業績」基準に係る猶予期間からの解除に関するお知らせ 
 
 

当社は、平成28年３月期の営業利益及び営業キャッシュ・フローがプラスを計上いたしましたこと

から、猶予期間から解除されましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．「業績」基準に係る猶予期間からの解除について 

当社は、平成27年３月期において、平成27年３月期を含めて営業利益及び営業活動によるキャッシュ・

フローが４期連続でマイナスとなったことから、有価証券上場規程第604条の２第１項第２号に定める 

上場廃止に係る猶予期間に入っておりました。 

本件につきまして、平成28年３月期の営業利益及び営業キャッシュ・フローがプラスを計上いた

しましたので、本日、株式会社東京証券取引所より、「業績」基準に係る猶予期間入り銘柄からの

解除について発表がありました。 

 

２．今後の見通し 

当社は、平成28年12月期においても以下の施策を実行し、経営基盤の安定と継続的な業績の向上を図

ってまいります。 

①新規開拓、新規事業への取り組み 

・組織体制を見直し、開発関連部署を設置します。 

・成長が見込まれる事業領域において、従来の技術を活かした製品開発を行います。 

・グループ会社であるモバイルクリエイト株式会社、ciDrone株式会社との共同開発を進めてまいり

ます。 

②人材の確保、生産設備への投資 

・多方面への採用活動を行い、優秀な技術者の確保に努めてまいります。 

・精密加工機械等の生産関連設備についてお取引先様の幅広いニーズにお応えできる設備導入を行

ってまいります。 

③内部統制による業務の標準化と効率化 

・内部牽制体制の充実を図り、統制活動を通じ業務効率の改善に努めることで、当社グループの企

業価値を最大限に高める努力をしてまいります。 

 

株主の皆様をはじめ関係者の皆様には多大なご迷惑ならびにご心配をおかけいたしましたが、今

後とも東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場における上場を維持するよう努めてまいりますとともに、

より一層の経営努力を図り、また、適時・適切な情報開示を行ってまいりたいと思います。 

株主、投資家の皆様ならびに関係者の皆様には、今後とも格別のご支援、ご高配を賜りますよう

何卒、よろしくお願い申し上げます。 

以 上 


